
  

韓国における中国朝鮮族の児童生徒の流入と教育に関する研究 

―「留守児童生徒」から「流動児童生徒」、そして受け入れ社会の「外国人児童生徒」へ― 
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1 目的 
本報告の目的は、過去 20 年間外国人の受け入れにおいて、日本と非常に類似した経験を有してき

た隣国韓国において、外国人児童生徒が急激に増えた背景と課題を中国朝鮮族の児童生徒を対象に明

らかにすることを目的とする。かつて、親の出稼ぎによって韓国への入国が閉ざされ、送り出し地域

の大量の「留守児童生徒」として社会問題となった朝鮮族の子どもたちはいつの間にか韓国社会の

「外国人児童生徒」問題として、今度は受け入れ社会に新たな課題と対応を求めている。そもそも朝

鮮族の子どもたちはなぜ移動するようになったのか。移動による朝鮮族の児童生徒は韓国社会でどの

ような状況に置かれているだろうか、韓国社会、そして行政、教育はどのように対応しているのか。

本報告は、これらの一連の問題意識を解明することを研究課題とする。 
 
2 方法 
 そこで，データとして分析に用いる主なデータは、韓国で中国朝鮮族の密集地域である九老区加里

峰洞、永登浦区大林洞、中国の延辺で行った調査の結果である。具体的には、2016 年から 2017 年に

かけて現地で実施した、永登浦区大林洞に位置する公立小学校での教員へのインタビュー調査と中国

人が多数在籍する私塾、加里峰洞の朝鮮族関連新聞社、ソウル市教育庁と在外同胞財団での関係者へ

のインタビュー、中国延辺の教育局の担当者と韓国渡航経験をもつ児童生徒、および家族計 10 人を

対象にしたインタビュー調査の結果を用いる。かれらの語りから、朝鮮族の児童生徒が送り出し地域

の「留守児童生徒」から、韓国への流入背景やその移動過程、韓国で「外国人児童生徒」として生き

る悩みと課題、トランスナショナルな生活を続ける動機や移動形式、行政、地域社会、学校現場の対

応を中心に分析を行う。 
 
3 結果 
 分析の結果，朝鮮族への受け入れ政策の制限によって留守児童生徒が発生したのと同じく、受け入

れ政策の変遷によって流動児童生徒が発生し、それは更に受け入れ社会の「外国人児童生徒」の問題

として、地域社会と学校現場に新たな課題を生み出していることが見えてきた。また、朝鮮族の親の

不安定な滞在は、その子どもたちのトランスナショナルな生活へとつながり、越境の空間を往復して

いる要因となっていた。 
 
4 結論 
 以上から，「越境」と「留守」を生きる朝鮮族の児童生徒の移動の方向は韓国に完全に向いている

だけではなく、中国への帰国や往来という形で維持されていて、彼らは移動を介して国境を越えた教

育空間を送出・受入社会双方に広げているということが見出される。 
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